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E シリーズシステムの詳細をご確認ください

Eシリーズの用語を確認する

E シリーズで使用される用語について説明します。

期間 説明

コントローラ コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフト
ウェアで構成されます。ドライブを制御し、機能を
実装します。

デュプレックス / シンプレックス構成 デュプレックスは、ストレージアレイ内に 2 台のコ
ントローラモジュールを配置した構成です。シンプ
レックスは、コントローラモジュールを 1 つだけ配
置した構成です。

HDD ハードディスクドライブ（ HDD ）は、磁気コーティ
ングを施した金属製の回転式ディスクを使用するデ
ータストレージデバイスです。

HIC ホストインターフェイスカード（ HIC ）は、アレイ
をホストに接続します。コントローラキャニスター
にオプションで取り付けることもできます。

IB InfiniBand （ IB ）は、ハイパフォーマンスのサーバ
とストレージシステムの間のデータ転送用の通信標
準です。

IOPS IOPS は、 1 秒あたりの入出力処理数です。

ミラーリング ミラーリングは、継続的な可用性を確保するために
データボリュームを別のストレージアレイにレプリ
ケートする機能です。

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライ
ブです。プールを使用して、ホストにアクセス可能
な 1 つ以上のボリュームを作成することができま
す。

電源 / ファンキャニスター 電源 / ファンキャニスターは、シェルフに搭載される
アセンブリです。電源装置と一体型ファンで構成さ
れます。

ラックユニット（ U ） 1 ラックユニット（省略形は U ）は、 44.50mm （
1.75 インチ）と定義されています。
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期間 説明

（ SAS ）。 Serial Attached SCSI （ SAS ）は、コントローラを
ディスクドライブに直接リンクするポイントツーポ
イントのシリアルプロトコルです。

RoCE RDMA over Converged Ethernet （ RoCE ）は、イー
サネットネットワークを介したリモートダイレクト
メモリアクセス（ RDMA ）を可能にするネットワー
クプロトコルです。

シェルフ シェルフは、キャビネットまたはラックに設置され
るエンクロージャです。ストレージアレイのハード
ウェアコンポーネントを収容します。シェルフに
は、コントローラシェルフとドライブシェルフの 2

種類があります。コントローラシェルフは、コント
ローラとドライブを収容します。ドライブシェルフ
は、入出力モジュール（ IOM ）とドライブを収容し
ます。

スナップショット Snapshot イメージは、ボリュームのデータを特定の
時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポ
イントと同様に、 Snapshot イメージを使用して既知
の正常なデータセットにロールバックできます。

SSD の場合 ソリッドステートディスク（ SSD ）は、ソリッドス
テートメモリ（フラッシュ）を使用してデータを永
続的に格納するデータストレージデバイスで
す。SSD は従来のハードドライブをエミュレートし
たものであり、ハードドライブと同じインターフェ
イスで利用できます。

ストレージアレイ ストレージアレイは、シェルフ、コントローラ、ド
ライブ、ソフトウェア、およびファームウェアを収
容します。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、
およびファイルシステムがデータを格納するコンテ
ナです。ホストがストレージアレイのストレージに
アクセスするために作成される論理コンポーネント
です。

ワークロード ワークロードは、アプリケーションをサポートする
ストレージオブジェクトです。一部のアプリケーシ
ョンについては、特性が似たボリュームで構成され
るように System Manager によってワークロードが
設定されます。これらのボリューム特性は、ワーク
ロードがサポートするアプリケーションのタイプに
基づいて最適化されます。
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Eシリーズハードウェアの詳細

E シリーズストレージアレイには、複数の構成やモデルがあります。

ストレージアレイは、シェルフ、コントローラ、ドライブ、ソフトウェア、およびファームウェアを収容しま
す。アレイはラックまたはキャビネットに設置でき、 1 台または 2 台のコントローラを収容できます。 12 、
24 、または 60 本のドライブを収容できます。ストレージアレイは、複数のタイプのインターフェイスから
SAN に接続できるほか、さまざまなホストオペレーティングシステムに接続できます。

E シリーズアレイには次のモデルがあります。

• E2800 シリーズ - エントリレベルハイブリッド

• EF280 シリーズ - エントリレベルオールフラッシュ

• EF300 シリーズ — エントリレベルのオールフラッシュ、オール NVMe

• E4000 シリーズ - エントリレベルハイブリッド

• E5700 シリーズ - ミッドレンジハイブリッド

• EF570 シリーズ - ミッドレンジオールフラッシュ

• EF600 シリーズ - ミッドレンジオールフラッシュ、オール NVMe

• EF300C シリーズ — エントリレベルのオールフラッシュ、オール NVMe

• EF600C シリーズ - ミッドレンジオールフラッシュ、オール NVMe

SANtricity OS 11.80GA以降では、E2800、EF280、E5700、EF570、EF600 / EF600C、およ
びEF300 / EF300Cのアレイでは、すべてのUSBポートが無効になります。
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E2800 モデル

ラックサイズ

• 2U12 （ラックユニット × 2 、ドライブ × 12 ）

• 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 4U60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）

ドライブ

は、次のドライブタイプをサポートしています。

• 3.5 インチ NL-SAS （最大 180 本）

• 2.5 インチ SAS SAS SSD （最大 120 本）

• 2.5 インチ SAS SAS HDD （最大 180 本）

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

EF280 モデル

ラックサイズ

2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）
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ドライブ

最大 96 本の SSD 2.5 インチドライブをサポートします

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

EF300 モデル

ラックサイズ

2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

ドライブ

• NVMe SSDドライブ：コントローラシェルフに最大24本のNVMe SSDドライブを搭載できます。

• 拡張シェルフを備えたNL-SASドライブ：DE212CシェルフとDE460Cシェルフを組み合わせて
も、DE212Cシェルフのみを使用しないかぎり、合計240台のNL-SASドライブスロットと4台の拡張
シェルフを超えないようにします。その後、DE212Cシェルフを8台使用できます。たとえ
ば、DE460Cシェルフ4台、DE212Cシェルフ8台、DE460Cシェルフ2台、DE212シェルフ2台などで
す。

• 拡張シェルフを備えたSAS SSDドライブ：DE212C、DE224C、およびDE460Cのシェルフが混在し
ている場合、DE212Cシェルフのみを使用しないかぎりSAS SSDドライブスロット数96と拡張シェ
ルフ4台の合計を超えないようにしてください。DE212Cシェルフを8台使用することも可能です。た
とえば、DE460Cシェルフ1台とDE224Cシェルフ1台とDE212Cシェルフ1台、DE224Cシェルフ4

台、DE212Cシェルフ8台などです。

• オプションのSAS拡張カードをサポートし、SAS拡張シェルフ接続を可能にします。

• コントローラごとに1つのホストインターフェイスカードがサポートされます。

SANtricity OS 11.80GA以降では、拡張シェルフ構成でベーストレイにドライブを搭載しな
い構成がサポートされます。この構成を使用する場合は、システムの電源をオンにする前
に、ドライブが拡張シェルフに搭載され、ベーストレイに正しく接続されていることを確
認してください。

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 25Gb iSCSI です

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 32GB SCSI/ ファイバチャネル
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• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

EF300C モデル

ラックサイズ

2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

ドライブ

• 30TBまたは60TBの容量NVMe SSDドライブをサポートします。

◦ Dynamic Disk Poolsとの互換性は、従来のRAIDはサポートされていません。

• NVMe SSDドライブ：コントローラシェルフに最大24本のNVMe SSDドライブを搭載できます。

◦ 拡張シェルフ構成はサポートされません。

• コントローラごとに1つのホストインターフェイスカードがサポートされます。

• システムブート時に未割り当てのドライブが十分にない場合は、単一のディスクプールが自動的に作
成されます。

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 25Gb iSCSI です

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 32GB SCSI/ ファイバチャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

E5700 モデル

ラックサイズ

• 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 4U60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）
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ドライブ

次のドライブタイプを最大 480 本サポート：

• 3.5 インチ NL-SAS

• 2.5 インチ SAS SSD

• 2.5 インチ SAS HDD

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

EF570 モデル

ラックサイズ

2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

ドライブ

最大 120 本の SSD 2.5 インチドライブをサポートします

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です
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• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

EF600 モデル

ラックサイズ

2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

ドライブ

• NVMe SSDドライブ：コントローラシェルフに最大24本のNVMe SSDドライブを搭載できます。

• 拡張シェルフを備えたNL-SASドライブ：DE212CシェルフとDE460Cシェルフが混在していて
も、DE212Cシェルフのみを使用しないかぎり、合計420台のNL-SASドライブスロットと7台の拡張
シェルフを超えない場合は、DE212Cシェルフを8台使用できます。たとえば、DE460Cシェルフ7

台、DE212Cシェルフ8台、DE460Cシェルフ5台、DE212シェルフ2台などです。

• 拡張シェルフを備えたSAS SSDドライブ：DE212C、DE224C、およびDE460Cのシェルフが混在し
ている場合、DE212Cシェルフのみを使用しないかぎりSAS SSDドライブスロット数96と拡張シェ
ルフ7台を超えないようにする必要があります。DE212Cシェルフを使用した場合は、DE212Cシェ
ルフを8台使用できます。たとえば、DE460Cシェルフ1台とDE224Cシェルフ1台とDE212Cシェル
フ1台、DE224Cシェルフ4台、DE212Cシェルフ8台などです。

• コントローラごとに2枚のホストインターフェイスカードがサポートされます。

◦ または、コントローラ1台につき200Gb IBホストインターフェイスカードを1枚サポートします。

• オプションのSAS拡張カードをサポートし、SAS拡張シェルフ接続を可能にします。

◦ SAS拡張は、コントローラごとに1つのホストインターフェイスカードを使用する構成でのみサ
ポートされます。

SANtricity OS 11.80GA以降では、拡張シェルフ構成でベーストレイにドライブを搭載しな
い構成がサポートされます。この構成を使用する場合は、システムの電源をオンにする前
に、ドライブが拡張シェルフに搭載され、ベーストレイに正しく接続されていることを確
認してください。

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 25Gb iSCSI です

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 32GB SCSI/ ファイバチャネル
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• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

• 200GB の iSER/IB

• 200Gb NVMe/IB

• 200Gb NVMe/RoCE

EF600C モデル

ラックサイズ

2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

ドライブ

• 30TBまたは60TBの容量NVMe SSDドライブをサポートします。

◦ Dynamic Disk Poolsとの互換性は、従来のRAIDはサポートされていません。

• NVMe SSDドライブ：コントローラシェルフに最大24本のNVMe SSDドライブを搭載できます。

• コントローラごとに2枚のホストインターフェイスカードがサポートされます。

◦ または、コントローラ1台につき200Gb IBホストインターフェイスカードを1枚サポートします。

◦ 拡張シェルフ構成はサポートされません。

• システムブート時に未割り当てのドライブが十分にない場合は、単一のディスクプールが自動的に作
成されます。

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 25Gb iSCSI です

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 32GB SCSI/ ファイバチャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

• 200GB の iSER/IB

• 200Gb NVMe/IB

• 200Gb NVMe/RoCE
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E4000 モデル

ラックサイズ

• 2U12 （ラックユニット × 2 、ドライブ × 12 ）

• 4U60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）

ドライブ

は、次のドライブタイプをサポートしています。

• 3.5 インチ NL-SAS （最大 300 本）

• 2.5 インチ SAS SAS SSD （最大 120 本）

インターフェイス

次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 1 GBまたは10GBASE-T iSCSI

• 1Gb、10Gb、または25Gb iSCSI

• 8Gb、16Gb、または32Gb FC

• 12gb SAS

Eシリーズシェルフタイプの詳細

E シリーズシステムは、さまざまなシェルフサイズで提供されます。
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シェルフタイプ 図

• DE212C ： *

• 2u12 （ 2 ラックユニット、 12 ドライブ）

• 3.5 インチ HDD または 2.5 インチ SSD （アダプ
タ搭載）

• E4000およびE2800コントローラのみ

• DE224C ： *

• 2u24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 2.5 インチ HDD または 2.5 インチ SSD

• E2800 、 EF280 、 E5700 、 EF570 コントロー
ラ

• DE460C ： *

• 4u60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）

• 3.5 インチドライブ、 2.5 インチドライブ（ NL-

SAS 、 SAS 、 SSD ）

• E4000、E2800、およびE5700コントローラ

• NE224 ： *

• 2u24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 2.5 インチ NVMe SSD

• EF300、EF600：EF300CおよびEF600Cコントロ
ーラ

SANtricityソフトウェアの詳細

E シリーズシステムには、ストレージプロビジョニングとその他のタスクを行うための
SANtricity ソフトウェアが搭載されています。

SANtricity ソフトウェアは次の管理インターフェイスで構成されています。

• System Manager — ストレージアレイ内の 1 台のコントローラの管理に使用する Web ベースのインタフ
ェース。

• Unified Manager — ネットワーク内のすべてのストレージアレイの表示と管理に使用する Web ベースのイ
ンターフェイス。

• Web Services Proxy — ネットワーク内のすべてのストレージアレイの表示と管理に使用する REST API
。

• Command Line Interface （ CLI ；コマンドラインインターフェイス） — ストレージアレイの設定および
監視に使用するソフトウェアアプリケーション。

11



EF600 および EF300 ストレージアレイでは、ミラーリング、シンボリューム、 SSD キャッシ
ュの機能はサポートされません。

SANtricity システムマネージャ

System Manager は Web ベースの管理ソフトウェアで、各コントローラに組み込まれています。ユーザイン
ターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セットアップウィ
ザードを使用してシステムを設定できます。

System Manager には、次のようなさまざまな管理機能があります。

パフォーマンス

I/O レイテンシ、 IOPS 、 CPU 利用率、スループットなど、最大 30 日分のパフォーマンスデータを表示し
ます。

ストレージ

プールまたはボリュームグループを使用してストレージをプロビジョニングし、アプリケーションワークロ
ードを作成

データ保護

Snapshot 、ボリュームコピー、リモートミラーリングを使用してバックアップやディザスタリカバリを実行
できます。

ハードウェア

コンポーネントのステータスを確認し、ホットスペアドライブの割り当てなど、コンポーネントに関連する
いくつかの機能を実行します。
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アラート

ストレージアレイで発生する重要なイベントを管理者に通知します。アラートは E メール、 SNMP トラッ
プ、 syslog を通じて送信できます。

アクセス管理

ユーザ認証を設定し、ユーザがシステムにログインする際に割り当てられたクレデンシャルの入力を求めま
す。

システム設定

SSD キャッシュや自動ロードバランシングなど、その他のシステムパフォーマンス機能を設定します。

サポート

診断データを表示し、アップグレードを管理します。また、ストレージアレイの健常性を監視してテクニカ
ルサポートに自動ディスパッチを送信する AutoSupport を設定します。

SANtricity Unified Manager の略

Unified Manager は、ドメイン全体の管理に使用する Web ベースのソフトウェアです。EシリーズおよびEF

シリーズの新しいすべてのアレイ（E4000、E2800、EF280、EF300、E5700、EF570、EF600、EF300C

、EF600Cなど）のステータスをまとめて確認できます。選択したストレージアレイに対してバッチ処理を実
行することもできます。

Unified Manager は、 Web Services Proxy とともに管理サーバにインストールされます。Unified Manager に
アクセスするには、ブラウザを開き、 Web Services Proxy がインストールされているサーバの URL を入力し
ます。

Unified Manager には、次のようなさまざまな管理機能があります。
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ストレージアレイの検出

組織のネットワークで管理対象のストレージアレイを検索および追加します。1 つのページですべてのスト
レージアレイのステータスを確認できます。

発売開始

System Manager のインスタンスを開き、特定のストレージアレイについての管理操作を個別に実行しま
す。

設定のインポート

アラート、 AutoSupport 、ディレクトリサービスなどの設定を 1 つのストレージアレイから複数のアレイに
一括でインポートします。

ミラーリング

2 つのストレージアレイ間の非同期ミラーペアまたは同期ミラーペアを設定します。

グループの管理

ストレージアレイを管理しやすくするためにグループにまとめます。

アップグレードセンター
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複数のストレージアレイの SANtricity OS ソフトウェアをアップグレードします。

証明書

複数のストレージアレイについて、証明書署名要求（ CSR ）の作成、証明書のインポート、既存の証明書
の管理を行います。

アクセス管理

ユーザ認証を設定し、ユーザが Unified Manager にログインする際に割り当てられたクレデンシャルの入力
を求めます。

SANtricity Web Services Proxy の略

Web Services Proxy は RESTful API サーバで、数百台の新旧の E シリーズアレイを管理できます。Windows

サーバまたは Linux サーバに別途インストールされます。

Web Services には、 REST API と直接やり取りできる API ドキュメントが含まれています。Web Services

API のドキュメントにアクセスするには、ブラウザを開き、 Web Services Proxy がインストールされている
サーバの URL を入力します。

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）は、ストレージアレイを設定および監視するためのソフトウェア
アプリケーションです。CLI を使用すると、 DOS の C ：プロンプト、 Linux のオペレーティングシステムパ
ス、 Solaris のオペレーティングシステムパスなど、オペレーティングシステムのプロンプトからコマンドを
実行できます。

Eシリーズのデモビデオにアクセス

E シリーズシステムに関するデモビデオが用意されています。

E シリーズ：高速、シンプル、信頼性に優れたストレージ

このビデオでは、 NetApp E シリーズシステムを使用する主なメリットについて、汎用サーバをストレージに
使用した場合と比較して紹介します。

"ネットアップのビデオ： Key benefits of using NetApp E-Series systems versus using commodity servers for

storage"
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System Manager ：簡単なセットアップと設定

このテクニカルデモでは、 Web ベースの SANtricity System Manager インターフェイスを使用して、 NetApp

E2800 のセットアップと設定を簡単に行う方法を紹介します。

"ネットアップのビデオ： SANtricity System Manager ： Easy Setup and Configuration"
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